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 🎵昆虫採集セット！嬉しい、楽しい夏休み…♬ 
 

子供の時に一番楽しみだったのが“夏休み”です。ばあちゃん
に、６月ごろから「ねえねえばあちゃん！夏休みはずーっと家
にいるとよね。」「学校に行かんでよかとよね。」などと、何度も
聞いていました。『そうよ。夏やすみやもんね。』その言葉が聞
きたくて何度も聞いていたのを思い出します。しかし、楽しい、
嬉しい夏やすみも、“夏休みの友”“図画”“工作”“習字”と宿
題も結構ありました。“夏休みの友”の中に習字のこと、工作の
こと図画のこと、自由研究のことなどが載っていたので毎日一
頁ずつやっていくとおおむね４０日間ある夏休みの期間で終わ
るようにはなっていたのです。7 月 20 日の終業式の日に、通知
表、その夏休みの友、ラジオ体操のカード、夏休みのこころえ、
その他に一学期に作成した作品が手渡され、自宅から持って行った風呂敷に包んで持ち
帰っていたことを思い出します。シューズや体操服などは前日までに持ち帰っていたの
で終業式の日の学校では、裸足の時が多かったです。道草を食いながら楽しく下校して
家に着くや否やいつもは「行ってきまーす。」と言って家を飛び出して遊びに出るのに、
終業式の日だけは“夏休みの友”に取りかかるのです。2・3 日で終わらせて、後の夏
休みは遊ぼうという魂胆であります。しかし、6 年間毎年同じように就業式の日に挑ん
でみても、結局は夏休みが終わる三日前に何十ページも残っている“夏休みの友”を母
親に叱られながらやったものでした。そんな私の夏休みの思い出ですが、初めて一年生
になった孫はどんな風に迎え、過ごすのでしょうか？楽しみです。 

さて、夏休みの課題で記憶に残っているものの一つが『昆虫採集セ
ット』です。箱の中には、注射器、瓶に入った緑と赤の液、虫ピン、
虫めがねが入っていました。セミ、カマキリ、カブトムシ、トンボ、
蝶など片っ端から虫を捕まえては注射器で緑と赤の液を注射して虫
ピンで箱の中に刺して並べていました。簡単な夏休みの作品だった
ので得意でした。最近『昆虫採集セット』は見なくなりました。液
を飲み込んだり、注射器を自分や人に刺したりするからだそうです。
「ばあちゃんがしたらダメって言わした。」と、親も兄や姉たちも言
っていたので、やってはいけない、してはいけないことは、無条件

にしなかったのです。現代は昆虫も、魚も減ってきて、またいなくなってきたので『昆
虫採集セット』は必要でなくなったのですね。近所の小店には、小刀や、釣り糸、浮き、
釣り針など危険なものも多く売っていました。鉛筆も小刀やかみそりで削っていました。
刃物の使い方も家族や近所のちょっと怖いおじちゃんが教えてくれて、ケガもしました
が、そのケガも唾液で治る程度で済んでいました。孫が味わう初めての夏休み。小さい
なりに体験・経験して見聞を広めて欲しいと願っています。  センター長 森 隆敏 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

６月行事は、ジメジメとした梅雨の季節にレクリエーションをして楽しくはじけよう！という目
的で、16 日(火)、17 日(水)、18 日(木)の三日間、『雨のち晴レルーヤ～』を行いました。看板には、
題名のとおり雨と太陽の間に虹がかかり、雨を楽しむ子供たちやカエル、雨から晴れへと移動する
様を表しました。看板の下のブルーの装飾が風にゆらゆらと揺れて、涼しげな演出となりました。 

ゲームの進行をする司会者の登場では、１日目と２日目は「さんぽ」の曲をピアニカで演奏し、曲
に合わせてカスタネットや鈴を使いリズミカルな踊りを披露しました。３日目は雨にちなんで「雨
にぬれても」の曲に合わせて、傘を回しながらの軽快な踊りで利用者さんたちの笑いを誘っていま
した。１日目のレクリエーション「リングでアーチェリー」は、６月といえばジューンブライドと

いうことで、指輪に見立てたリングで的を狙ってアーチェリーをするゲームでした。ピンポン玉が
なかなか思ったように飛ばず苦戦する方もいれば、上手に指を使って的に当てる方もいてとても盛
り上がりました。２、３日目のレクリエーション「ぴょんた大海を知る」では、雨といえばカエル、
カエルといえば跳ぶ、跳ぶにはどうすればいいかと考えました。カエルをラケットに乗せて飛ばし
それをキャッチし、カエルの歌のシートに乗せるという、チームワークが必要でカラフルなカエル
さんたちが可愛く飛び跳ねていました。最後はみんなで楽しく「カエルの合唱」を歌い、一体感が
感じられるゲームでした。                 From：明時 菜穂子・松永 知子 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                       

                           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 13 日(土)『ホワイトフルーツ様』 

キーボード、フルートの演奏に合わせて、素敵な歌声を披露してくださいました。ボーカルの

方がフーテンの寅さんや尾崎紀世彦に扮して熱唱される姿は、まるで歌謡ショーを見ているか

のようで、自然と笑いや拍手が起こり、会場は熱気に包まれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 22 日(月)『SAKURA様』 

キーボード、パーカッションの演奏で「東京ブギウギ」「真っ赤な太陽」など、馴染みのある曲を

披露してくださり、素晴らしい歌唱力に会場は大盛り上がりでした。初めて目にするパーカッショ

ンに興味津々の利用者さんへ、直接手に取って見せて下さり喜ばれていました。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【居宅介護サービスセンターふる里】とは… 

介護全般の相談役となり、介護保険について、介護保険の申請代行、ケアプラ   

ン作成、介護サービスの紹介・支援など行いケアマネージャーが皆様の心配事  

を専門的な立場で、安心した生活を送っていただく方向で解決いたします。 業務 

に関する手数料や、ご利用に係る料金は無料です。 ２４時間サービス体制をとっ 

ていますので、介護・福祉のアドバイザーとしてご家族の身近に置いてください。 

 

 

              

      ◆ふる里７月行事  『そうめん流し』 

                       １４日(火)･１５日(水)・１６日(木)  
 

 

         ◆生け花教室～斉藤マサミ先生～ ８日(水)・２８日(火) 
          

◆書道教室 ～中村 朱実 先生～ ６日(月)・２３日(木) 

 

◆おはなしの部屋             ２９日(水)  

※１ ふる里おはなしの部屋の時は、午午午前前前中中中入入入浴浴浴となりますので、 

皆様のご協力を宜しくお願いします。 
 

◆折り紙教室 ～出口蓉子先生～      ２１日(火) 
 

◆麻雀・将棋・囲碁  … 毎週水曜日午後 

(1・8・15・22・29)実施予定です。 

                 ◆訪問ボランティア ～のぞみ会様～       ８日(水) 

                   ～ひまわりコーラス様～ ２８日(火) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       ふる里の中庭では、利用者さんのご

家族から２年程前にいただいた“いちじ

く”の苗を植えて毎年育てています。

昨年は暑さでなかなか芽が出ずに断

念したのですが…今年は見事に芽が

出て、実が成り少しずつ成長していま

す。一ヶ月でこんなに大きく成長した

んです！これから赤く色づいていくの

が楽しみです♫ぜひお気軽に立ち寄 

                                      って、見に来てください(^▽^)/ 
 

                                              編集後記 ： 七川 夕子 


	99eb83de361c05b6d5c1aeacc04d24eb06f7d8c2fd38efa2412f751f53211955.pdf
	99eb83de361c05b6d5c1aeacc04d24eb06f7d8c2fd38efa2412f751f53211955.pdf

